
新年がスタートして早一か月が経過しようとしています。 

元旦に最大震度７を観測した能登半島地震が起こりました。家屋の倒壊

をはじめ津波や火事による災害で多くの方が犠牲となられました。謹んで

哀悼の意を表します。高島市でも震度４を記録し、横ゆれがけっこう長く続き、家屋が倒壊するのでは

と感じるくらいでした。能登半島では、ライフラインの復旧が困難を極め、いまだ大変多くの方が避難

生活を余儀なくされています。少しでも早くの復興を願うばかりです。高島市からは自衛隊の方々とと

もに高島市民病院の医師や看護師、高島市消防本部から消防士が災害支援として派遣されています。私

が高島市教育委員会学校教育課に在籍していた２００７年に新潟県中越沖地震が７月に起こりました。

その時、市内小中学校から校長１名が団長となり、私を含めて学校教育課職員２名、教頭１名、教員４

名、計８名で柏崎市へ４日間派遣され、倒壊した家屋の整理や避難所（小学校）での食事提供の支援等

させてもらいました。その時には自衛隊の方々の献身的な姿と臨時のお風呂設置等支援の大きさに大変

感心しました。また、避難所となった小学校の学校長に災害支援で努力されていること等聞き取りもさ

せてもらいました。柏崎原子力発電所が近いので、校長室には安定ヨウ素剤（甲状腺被ばくを低減させ

るためのもの）が保管されていました。高島市の防災計画に寄与できることも想定して活動をしました。 

高島地域では琵琶湖西岸断層帯・勝野（拝戸）断層があり、寛文近江・若狭地震（寛文２年５月１日

西暦１６６２年６月１６日）では『殿中日記』に「大溝では家１,０２２軒潰れ、死人３８人、牛馬も多

く死に」と記録があります。このとき妙琳寺様（勝野）は全損し、住職をはじめ寺族の方が亡くなった

と記録が残っています。もしもの時を想定する必要を感じる次第です。高島市総合防災マップを再度見

直してください。特に高島市における地震災害について、◆琵琶湖西岸断層帯や活断層の確認◆震度と

揺れの状況◆家の中の安全性を高める◆建物被害を軽減するために◆緊急地震速報を見聞きしたら◆地

震が起きたときとるべき行動等を熟読していただき、広域避難所の確認（P36,38,45）をお願いします。 

 

 

 

２０２４年の幕開けとともに、子どもたち１７名の元気いっぱいの姿がアイリッシュパークの新春に

彩りを添えてくれました。第一部では、福原博美氏とサポーターの皆さまの指導のもと、今年の干支で

ある「龍」を書き、さらに自分の書きたい字を選んで書初めに挑戦しました。静かな中にも勢いのある

字を書いている子どもたちが多かったです。第二部では、各自の希望別に文化協会高島支部クラブ員の

皆さまの指導を受けながら、文化教室の体験をしました。この「新春子ども文化教室」を開催するにあ

たっては、ご指導をいただいた関係者の皆さまに大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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早藤文化協会高島支部長の挨拶   福原博美氏の指導（心構え等）  

 



新春恒例のガリバー書初め展をアイリッシュパークホワイエと１階廊下ギャ

ラリーで開催しました。高島公民館子ども書道教室から１９点、新春子ども文化

教室から１７点、高島学園から２０点、出鴨書道教室から５点、樸美会から８点、

優々書道会から８点、総数７７点の作品を展示しました。力強い作品や文字のバ

ランスがよく整った作品など、出品者の特徴がよく表れていました。本年も、児

童・生徒の優れた作品には、金賞を授賞してもらいました。 

 

 

 

 

１０７名の皆さんにご参加いただき、無事開催することができ

ました。今年も雪の影響がなく、開始前には雨も上がり、心身とも

に健康で新たなスタートを切っていただいたのではないでしょう

か。永年参加の方への記念品授与がありました。また、お正月のお

菓子や参加記念の賞品をいただいたり、記念の絵馬を神社からいた

だいたりしました。ご協力をいただきました水尾神社ならびに関係

者の皆さま、ありがとうございました。 

また、スポーツ振興会井上顧問より箱根駅伝で大東文化大学から副主将として出場す

る高島学園出身の佐竹勇樹さんの紹介がありました。（１月３日に佐竹さんは６区山下りを区間４位と

好走され総合１０位となり、次年度のシード権獲得に貢献されました。） 

☏ 36-2160 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

          

 
高島公民館 ２月の予定表 

 

水尾神社に参集する皆さま 

永年参加者の表彰 

書き初め展を参観される皆さま 

今年は雪の少ない冬となりました。冷え込みの厳しい日も例年 
より少ないような？それでも、やっぱり寒いもの。寒い日は暖かい 
部屋でのんびりと、本を読んで過ごしませんか？ 
新しく入った本の中から 3冊紹介します。 
まずは、大河ドラマ『光る君へ』の主人公・紫式部に関する本（２冊）です。  
『ワケあり式部とおつかれ道長』 奥山 景布子／著 中央公論新社 

著者の奥山景布子さんは、NHKカルチャー講師として「源氏物語」などを出講

されたこともある本格歴史小説家です。そんな方の本ならば、もしかして学術的

な難しい本では…と思うかもしれませんが、タイトルからもわかるように気軽に

読める、とても親しみやすい作品です。なんせ本書は、「現代で『BAR ゆかり』

という店を開いている紫式部に当時の話を聞く」という設定なのですから！設定

は愉快ですが、語られる内容はしっかりとした文献に基づくもの。紫式部につい

ての気軽な入門編として、おすすめです。   
『チーム紫式部！』 楠木 誠一郎／作 静山社 

池のほとりでイケメンに出会い一目惚れした香子（のちの紫式部）。結婚・出

産ののち、夫を失いシングルマザーとなった彼女は、こころに空いた穴を埋める

ように初恋の人をモデルにした恋愛小説『源氏物語』を書き始める。そんな『源

氏物語』誕生にまつわる物語です。主人公・紫式部の一人称で語り進められま

すが、その口調はとても現代的。肩の力を抜いて気楽に紫式部の物語を楽しめ

ます。読み進めていくと、タイトルの意味もわかります。 

こちらは児童書になりますが、大人も楽しく読める 1冊です。 

紫式部は「働く平安女性」でしたが、次に紹介する本は「働く令和女性」
が主人公のお仕事小説です。 
『令和ブルガリアヨーグルト』 宮木 あや子／著 KADOKAWA 

紫式部は「働く平安女性」でしたが、こちらは「働く令和女性」が主人公のお仕

事小説です。学生時代に読んだネット投稿小説がきっかけで、ブルガリア菌が

推しになった『株式会社明和』の新入社員・柚寿。社内報の制作を担当すること

になった柚寿は「明和ブルガリアヨーグルト五十周年」特集のために奔走するこ

とになり…。 

お仕事に、推しごとにとがんばる柚寿の奮闘ぶりをぜひご覧ください！  
紹介した本以外にも新しい本が入っています。 
図書室の新刊の棚もぜひご覧ください。 
 

1 木

2 金

3 土 節分　

4 日 立春

5 月 休館日（図書室休み）

6 火
（図書室休み）
子ども書道（硬筆）教室⑯

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日 建国記念の日

12 月 振替休日

13 火 休館日（図書室休み）

14 水 （図書室休み）

15 木

16 金

17 土
おはなし会10:30～11:00（和室）

高島スポーツ少年団スキー交流（箱館山）

18 日

19 月 休館日（図書室休み）

20 火
（図書室休み）
子ども書道（毛筆）教室⑯

21 水

22 木 探訪・高島の自然と歴史景観⑤

23 金
天皇誕生日
高島地域人権学習会13:30

24 土

25 日

26 月 休館日（図書室休み）

27 火
（図書室休み）
子ども書道（硬筆・毛筆）教室⑰

28 水

29 木


